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主催･問合せ：憲法を考える映画の会�

今回の「映画の会」のねらい 
	
  
今、論議されている共謀罪法の危険について考えるために、
「横浜事件を生きて」「小林多喜二」に続いて、「共謀罪法＝	
  
治安維持法」と言う視点から映画『武器なき斗い』を選びました。	
  
	

「治安維持法とは？」と考えたときに、小林多喜二と並んで、	
  
治安維持法改悪に敢然と闘って凶刃に倒れた山本宣治を	
  
忘れることが出来ません。	
  
この映画をみんなで見ることをきっかけに、治安維持法や特高
警察の恐ろしさ、いま、政府がやろうとしていることの危うさを	
  
知り、話し合い、拡げ、共謀罪法に反対する力にします。	
  

映画『武器なき斗い』　1960年制作　山本薩夫監督　140分   
	
  
解説　1929年、政府の治安維持法改悪にただ一人反対し，右翼の凶刃に倒
れた労農党代議士、ヤマセンこと山本宣治の人間味あふれる生涯を描く。	

監督は『白い巨塔』『華麗なる一族』の山本薩夫。	

労働者たちのカンパで作られた本作は，「60年安保」が高揚した1960年、浅沼
稻次郎社会党委員長がテロに倒された直後に公開され話題となった。	

	

物語　大正14年、普通選挙法と抱き合わせて成立した治安維持法によって，
社会運動家や自由主義者への弾圧は強まった。同志社大学で教壇に立って
いた山本は，先進的な性教育を教えていたが、それさえ弾圧の対象となり大
学を追われてしまう。社会運動へ身を投じた山本は，普通選挙に立候補、苦し
い選挙干渉と弾圧を退けて代議士に当選した。	

治安維持法改悪を狙う政府に，山本は帝国議会での反対演説を心に決めて
東京に向かうがその前日、右翼の凶刃に倒れる。そして戦後…。	

	

監督 ： 山本 薩夫　	

製作 ： 伊藤 武郎 角正 太郎　原作 ： 西口 克己「山宣」	

脚本 ： 依田 義賢 山形 雄策　撮影：前田 実　音楽：林 光	

出演 ： 下元 勉　渡辺 美佐子　東野 栄治郎　小沢 昭一　谷 育子　	
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決して過去のことではない。�
人権を弾圧し、「大東亜戦争」を支えた治安維持法が�
また息を吹き返そうとしている�

武器なき斗い 
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千駄ヶ谷区民会館  集会室�
原宿駅  徒歩10分　渋谷区神宮前1-1-10�

参加費：一般　1000円　学生　600円�

2017年3月26日（日） 
13時半～16時半 

山本宣治と治安維持法 
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  ⽇日⽐比⾕谷図書⽂文化会館  コンベンションホール      (千代⽥田区⽇日⽐比⾕谷公園1番4号  地下鉄霞ヶ関駅3分)�
  ⼊入場券（⼀一⽇日券）  ：⼀一般1500円  学⽣生500円        �
 　�
  テーマ「今は、もう“戦前”  なのですか?  」�
  憲法施⾏行行70年年の今年年、憲法記念念⽇日前の⼆二⽇日間。戦争と憲法の“いま”  を考えます。�
�
  4⽉月29⽇日（祝）10時30分〜～16時40分 　ドイツにおける戦争責任�
  10時30分〜～11時10分 　「意志の勝利利」（114分・1934年年・ドイツ）＊ナチス党⼤大会の第⼀一⽇日⽬目のみ上映�
  11時20分〜～13時30分 　「⽩白バラの祈り  ゾフィー･ショル最期の⽇日々』（121分・2005年年ドイツ）�
  13時40分〜～14時20分 　「夜と霧」（32分・1955年年・フランス）�
  14時30分〜～16時40分 　「顔のないヒトラーたち」（123分・2014年年・ドイツ）�
�
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  4⽉月30⽇日（⽇日）10時30分〜～16時40分 　戦争と⽇日本国憲法�
  10時30分〜～12時20分 　「戦争しない国  ⽇日本」（90分・2006年年・⽇日本）�
  12時40分〜～14時20分 　「⼤大東亜戦争」（98分・1968年年･⽇日本）＊この作品のみ⼊入場無料料�
  14時20分〜～15時00分 　 　お話「報道の欺瞞と“いま”  （仮）」⾦金金平茂紀さん（ジャーナリスト）�
  15時10分〜～16時40分 　「天皇と軍隊」（90分・2009年年・フランス）�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

 ドイツと日本の「戦前･戦中･戦後」を比較して、どのように戦争とファシズムの準備が	

 進み、戦後、どのようにその誤りを糾さないまま現在の問題があるか考えます。	

 今また、この国は「人権を軽んじ、戦争をするための法律と社会をつくるために憲法を	

	
  変えようとしています。私たちはどのように日本国憲法を自分たちのものにしていくか	

 歴史に学ぶところから考えたいと思います。	



